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クール ヒートチューブの簡便な性能予測と設計手法提案に関する研究
熱交換性能パラメータスタディとその指標を用いた設計手法の検討











































管長 20m 40m 60m 80m 
管径 0.35m 0.5m 
埋設深さ 0.3m 0.5m 1.0m 2.0m 













































































































































































埋設深さ 回帰式 R2 
0.3m t=2E-6(A1/V1)2 -0.0079(A1/V1)+33.63 0.983 
0.5m t=2E-6(A1/V1)2-0.0090(A1/V1)+33.71 0.985 
1.0m t=3E-6(A1/V1)2-0.0103(A1/V1)+33.67 0.983 





















































































ここでは、チューブ 1 本あたりの伝熱面積 A1 を算出し、
A1/V1(=63.2m2・s/m3)を求める。そして、図-6より設計出口温度











































































































能面積[m2] A’：日陰の芝以外の地表面面積[m2] As：敷地面積[m2] α：













θ：温度[℃] λ：熱伝導率[W/m・K] c：比熱[kJ/kg・K] ρ：密度[kg/m3]   
t： 時間[h] 添え字：s 土壌 
注2)日本ビルヂング連合会(http://www.jboma.or.jp/)より 
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